






【要約】

 腎透析を受けている女性では高率に妊娠中毒症(以下中毒症と略)の既往があることが知

られている。しかし中毒症と腎透析に関する詳細な解析はこれまで行われていない。本研

究では腎透析患者に対してアンケー卜調査を施行し、既往の中毒症と現在の腎透析との関

連性について検討し、さらに中高年にいたって腎透析ヘ移行する妊娠中のリスク因子の抽

出を試みた。

 腎透析治療中で分娩歴のある婦人 40 例のうち、中毒症既往が 77.5%に認められた。透析

開始年令は、混合型中毒症既往群で最も早く、ついで純粋型中毒症既往群、そして中毒症

既往なし群の順であったが、腎疾患診断から腎透析開姶までの期間は 3群間に差を認めな

かった。.純粋型中毒症既往群では中毒症既往なし群に比べて、最終出産から腎疾患診断

までの期間が有意に短かった。混合型中毒症では SGA(Small for Gestational Age)児の

割合、早産率が有意に高率であった。腎透析にいたった純粋型中毒症の症状として蛋白尿

のみが 40%と  高率であり、この群では腎疾患が潜在している可能性が示唆された。

 以上より妊娠中毒症既往は腎透析のリスク因子であることが示された。妊娠負荷が潜在

性腎疾患を一時的に顕性化し、中高年にいたって腎疾患顕性化、腎透析にいたる可能性が

示唆された。


